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表紙

（ 電子提供措置事項のうち法令及び定款に基づく
書面交付請求による交付書面に記載しない事項 ）

上記事項につきましては、法令及び当社定款第15条の規定に基づき、書面交付請求をいた
だいた株主様に対して交付する書面には記載しておりません。
なお、本株主総会におきましては、書面交付請求の有無にかかわらず、株主の皆様に電子
提供措置事項から上記事項を除いたものを記載した書面を一律でお送りいたします。

第48期定時株主総会資料

・ 連結計算書類
連結株主資本等変動計算書
連結注記表

・ 計算書類
株主資本等変動計算書
個別注記表

（2024年３月１日から2025年２月28日まで）
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連結株主資本等変動計算書

（ 2024年３月 1 日から
2025年２月28日まで ）

（単位：百万円未満切捨表示）
株 主 資 本

資 本 金 資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金 自 己 株 式 株 主 資 本
合 計

当 期 首 残 高 17,658 17,922 140,899 △20,048 156,432
当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △2,936 △2,936
親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益 14,210 14,210

自 己 株 式 の 取 得 △3,001 △3,001
自 己 株 式 の 処 分 0 16 16
株主資本以外の項目の
当 期 変 動 額 ( 純 額 )

当 期 変 動 額 合 計 － 0 11,274 △2,984 8,289
当 期 末 残 高 17,658 17,922 152,173 △23,033 164,722

そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額
純 資 産 合 計その他有価証券

評 価 差 額 金 繰延ヘッジ損益 為 替 換 算
調 整 勘 定

退職給付に係
る調整累計額

その他の包括利益
累 計 額 合 計

当 期 首 残 高 315 △79 501 87 825 157,257
当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △2,936
親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益 14,210

自 己 株 式 の 取 得 △3,001
自 己 株 式 の 処 分 16
株主資本以外の項目の
当 期 変 動 額 ( 純 額 ) 115 △50 118 61 245 245

当 期 変 動 額 合 計 115 △50 118 61 245 8,534
当 期 末 残 高 431 △130 619 149 1,070 165,792

連結株主資本等変動計算書
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連結注記表

連結注記表
１．連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等

⑴　連結の範囲に関する事項
①連結子会社の数　　３社

連結子会社の名称
KOHNAN VIETNAM CO., LTD.
株式会社建デポ
株式会社ホームインプルーブメントひろせ

②非連結子会社の数　６社
非連結子会社の名称

大阪エイチシー株式会社　他５社
非連結子会社６社は、小規模であり、合計の総資産、売上高、当期純損益（持分に見合う額）及び利益剰余金（持分に見合

う額）等は、いずれも連結計算書類に及ぼす影響が軽微であり、かつ、全体として重要性が乏しいため、連結の範囲に含まれ
ておりません。

⑵　持分法の適用に関する事項
①持分法を適用した非連結子会社

該当事項はありません。

②持分法を適用していない非連結子会社
持分法非適用会社の数　６社
持分法非適用会社の名称

大阪エイチシー株式会社　他５社
持分法非適用会社６社は、それぞれ当期純損益（持分に見合う額）及び利益剰余金（持分に見合う額）等からみて、持分法

の対象から除いても連結計算書類に及ぼす影響が軽微であり、かつ、全体として重要性がないため、持分法の適用範囲から除
外しております。

⑶　連結子会社の事業年度等に関する事項
KOHNAN VIETNAM CO., LTD.の決算日は12月末日であります。連結計算書類の作成にあたっては、同日現在の計算書類を

使用し、連結決算日との間に生じた重要な取引については連結上必要な調整を行っております。その他の連結子会社の決算日は、
連結会計年度と一致しております。
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連結注記表

・市場価格のない株式等以外の
もの

連結決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売
却原価は移動平均法により算定）を採用しております。

イ．有形固定資産
（リース資産を除く）

当社及び国内連結子会社は定率法を採用しております。ただし、1998年４月１日以降に
取得した建物（建物附属設備を除く）、2016年４月１日以降に取得した建物附属設備及
び構築物については定額法によっております。
なお、耐用年数及び残存価額については、法人税法に規定する方法と同一の基準によって
おります。
また、在外連結子会社は所在地国の会計基準に基づく減価償却の方法（主として定額法）
を採用しております。

ロ．無形固定資産
（リース資産を除く）

当社及び国内連結子会社は定額法を採用しております。
なお、ソフトウエア（自社利用）については社内における利用可能期間（５年）による定
額法、企業結合により識別された商標権、顧客関連資産等についてはその効果の及ぶ期間
（商標権13年、顧客関連資産14年、その他13年）に基づく定額法を採用しております。
また、在外連結子会社は所在地国の会計基準に基づく定額法を採用しております。

ハ．リース資産 リース期間を耐用年数とし、残存価額を零（残価保証の取決めがある場合は残価保証額）
とする定額法によっております。

ニ．長期前払費用 定額法を採用しております。
③外貨建の資産及び負債の本邦通貨

への換算基準
外貨建金銭債権債務は、当連結会計年度末日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差
額は損益として処理しております。

⑷　会計方針に関する事項
①重要な資産の評価基準及び評価方法

イ．その他有価証券

・市場価格のない株式等 移動平均法による原価法を採用しております。
なお、匿名組合出資金については、匿名組合契約に規定される決算報告日に応じて入手可
能な最近の決算書を基礎とし、持分相当額を純額で取り込む方法によっております。

ロ．デリバティブ等 時価法によっております（ヘッジ会計を適用しているものを除く）。
ハ．棚卸資産

・商品及び製品 主として売価還元法による低価法を採用しております。
・原材料及び貯蔵品 主として最終仕入原価法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下

げの方法により算定）を採用しております。
②重要な減価償却資産の減価償却の方法
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連結注記表

ホ．株式給付引当金 「執行役員株式給付規程」及び「従業員株式給付規程」に基づく執行役員及び従業員への
当社株式の給付に備えるため、当連結会計年度末における負担見込額を計上しておりま
す。

④重要な引当金の計上基準
イ．貸倒引当金 当連結会計年度末現在に有する債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については

貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回
収不能見込額を計上しております。

ロ．賞与引当金 従業員の賞与の支給に充てるため、当連結会計年度に負担すべき支給見込額を計上してお
ります。

ハ．役員賞与引当金 役員の賞与の支給に充てるため、当連結会計年度に負担すべき支給見込額を計上しており
ます。

ニ．商品自主回収関連損失引当金 商品自主回収に関する回収費用及び関連する費用等について、将来発生すると考えられる
合理的な損失見込額を計上しております。

⑤収益及び費用の計上基準

イ．商品の販売に係る収益認識
　当社グループは、小売、建築資材等の販売及びこれらに付随する事業を行う単一セグメントであり、顧客との契約から生じ
る収益は、主に店頭販売等における商品売上からなります。このような商品販売については、通常、商品を顧客に引き渡した
時点で、履行義務が充足されると判断しており、当該商品の引渡時点において収益を認識しております。商品代金は主として
履行義務の充足時点である商品引渡時に受領しております。
　なお、商品の販売のうち、顧客への財又はサービスの提供における当社グループの役割が代理人に該当する取引について
は、顧客から受け取る対価の総額から他の当事者に支払う額を控除した純額で収益を認識しております。
　また、当社グループが発行した商品券及び電子マネーを履行義務として識別し、商品券及び電子マネーが使用された時点で
収益を認識しております。商品券及び電子マネーの未使用部分については、顧客が権利を行使する可能性が極めて低くなった
時点で収益を認識しております。当社グループが運営するポイント制度に関しては、会員の購入金額に応じて付与したポイン
トを履行義務として識別し、将来の失効見込み等を考慮して算定された独立販売価格を基礎として取引価格の配分を行い、ポ
イントの使用又は失効した時点で収益を認識しております。
　他社が運営するポイント制度に基づき、顧客への商品販売に伴い付与するポイントについては、顧客から受け取る対価の総
額から付与ポイント相当額を控除した金額で収益を認識しております。

ロ．不動産賃貸収入等
　当社グループは、保有する商業施設等の不動産の賃貸を行っております。賃貸による収益は、リース取引に関する会計基準
に従い、賃貸借契約に基づいた賃貸借期間にわたって賃貸収益を認識しております。

⑥重要なヘッジ会計の方法
イ．ヘッジ会計の方法 繰延ヘッジ処理によっております。ただし、金利スワップ取引については、特例処理の要

件を満たしているため、特例処理を採用しております。
ロ．ヘッジ手段とヘッジ対象 ヘッジ手段……為替予約、通貨オプション、通貨スワップ及び金利スワップ取引

ヘッジ対象……外貨建予定取引及び借入金利息
ハ．ヘッジ方針 社内規程である「デリバティブ等取引、ヘッジ会計処理管理規程」に基づき、為替変動リ

スク及び金利変動リスクをヘッジしております。
ニ．ヘッジ有効性評価の方法 ヘッジ開始時から有効性の判定時点までの期間におけるヘッジ対象及びヘッジ手段の相場

変動を基礎としております。ただし、金利スワップ取引については、特例処理を採用して
いるため、有効性の評価を省略しております。

－ 4 －



2025/04/22 12:48:58 / 24174038_コーナン商事株式会社_招集通知

連結注記表

イ．退職給付見込額の期間帰属
方法

一部の連結子会社は、退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度ま
での期間に帰属させる方法については、給付算定式基準によっております。

ロ．数理計算上の差異の費用処理
方法

数理計算上の差異については、各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期
間以内の一定の年数（８～９年）による定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌連結
会計年度から費用処理しております。

⑧のれんの償却方法及び償却期間 のれんの償却については、５～20年間の定額法により償却を行っております。

⑦退職給付に係る会計処理の方法

２．追加情報

（従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引）
⑴　執行役員インセンティブプラン「株式給付信託(Ｊ－ＥＳＯＰ)」

当社は、2019年１月11日開催の取締役会決議に基づき、2019年１月25日より、執行役員に対して自社の株式を使った執行
役員インセンティブプラン「株式給付信託(Ｊ－ＥＳＯＰ)」制度を導入しております。
①取引の概要

本プランの導入に際し制定した「執行役員株式給付規程」に基づき、一定の要件を満たした当社の執行役員に対し当社株式
を給付する仕組みであります。将来給付する株式を予め取得するために、当社は執行役員インセンティブプラン「株式給付信
託(Ｊ－ＥＳＯＰ)」制度の信託財産として株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）に金銭を信託し、当該信託銀行はその信
託された金銭を原資として当社株式を、取引市場を通じて又は当社の自己株式処分を引き受ける方法により取得いたします。

②信託に残存する自社の株式
信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により純資産の部に自己株式として計上し

ております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、前連結会計年度末28百万円、10,500株、当連結会計年度末28百万円、
10,500株であります。

③総額法の適用により計上された借入金の帳簿価額
該当事項はありません。

⑵　従業員インセンティブプラン「株式給付信託(Ｊ－ＥＳＯＰ)」
当社は、2021年７月12日開催の取締役会決議に基づき、2021年７月26日より、従業員に対して自社の株式を給付する従業

員インセンティブプラン「株式給付信託(Ｊ－ＥＳＯＰ)」制度を導入しております。
①取引の概要

本プランの導入に際し制定した「従業員株式給付規程」に基づき、一定の要件を満たした当社の従業員に対し当社株式を給
付する仕組みであります。将来給付する株式を予め取得するために、当社は従業員インセンティブプラン「株式給付信託(Ｊ
－ＥＳＯＰ)」制度の信託財産として株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）に金銭を信託し、当該信託銀行はその信託さ
れた金銭を原資として当社株式を、取引市場を通じて又は当社の自己株式処分を引き受ける方法により取得いたします。

②信託に残存する自社の株式
信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により純資産の部に自己株式として計上し

ております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、前連結会計年度末3,988百万円、938,900株、当連結会計年度末3,978
百万円、936,400株であります。

③総額法の適用により計上された借入金の帳簿価額
該当事項はありません。
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項目 金額（百万円）
減損損失 1,960
有形固定資産 216,101
無形固定資産 25,148

定期預金 18百万円
建物及び構築物 13,392百万円
土地 11,220百万円

計 24,631百万円

短期借入金 323百万円
１年内返済予定の長期借入金 2,552百万円
長期借入金 7,180百万円
受入保証金 1,055百万円
長期未払金（１年内返済予定含む） 9,747百万円

計 20,860百万円

⑵　有形固定資産の減価償却累計額 190,852百万円

３．会計上の見積りに関する注記
固定資産の減損
⑴　当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額

⑵　見積りの内容について連結計算書類利用者の理解に資するその他の情報
当社グループは、店舗をはじめとする固定資産について、固定資産の回収可能価額が帳簿価額を下回った場合に減損処理を行っ

ております。
キャッシュ・フローを生み出す最小単位として各店舗を基本単位とし、その他の固定資産については管理会計上の区分に基づい

て資産のグルーピングを行い、固定資産の市場価値が著しく下落した場合や、各店舗の営業活動から生じる損益が継続してマイナ
スとなる場合、店舗の閉鎖を意思決定した場合等、固定資産の帳簿価額の回収可能性について疑義を生じさせる事象又は状況変化
がある場合に減損の兆候があると判断しております。減損の兆候があると認められる場合には、各資産グループの将来キャッシ
ュ・フローを見積り、割引前将来キャッシュ・フローの合計額が固定資産の帳簿価額を下回る場合に、帳簿価額を回収可能価額ま
で減額し、当該帳簿価額の減少額を減損損失として計上しております。

固定資産の回収可能価額については、翌連結会計年度以降の店舗予算を基礎とする将来キャッシュ・フロー、割引率、正味売却
価額等の前提条件に基づき算出しているため、当初見込んでいた収益が得られなかった場合や、将来キャッシュ・フロー等の前提
条件に変更があった場合には、翌連結会計年度以降の固定資産の減損損失の金額に重要な影響を与える可能性があります。

４．連結貸借対照表に関する注記
⑴　担保提供資産及び対応する債務

①　担保に供している資産

②　上記に対応する債務

－ 6 －
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用途 種類 場所 金額
店舗等 建物他 千葉県他（19件） 1,960百万円

建物及び構築物 1,452百万円
その他 507百万円

計 1,960百万円

株式の種類 当連結会計年度期首
の株式数

当連結会計年度
増加株式数

当連結会計年度
減少株式数

当連結会計年度末
の株式数

普通株式 34,682千株 －千株 －千株 34,682千株

株式の種類 当連結会計年度期首
の株式数

当連結会計年度
増加株式数

当連結会計年度
減少株式数

当連結会計年度末の
株式数

普通株式 5,312千株 699千株 4千株 6,007千株

５．連結損益計算書に関する注記

減損損失
当社グループは以下の資産グループについて減損損失を計上しました。
当連結会計年度（自　2024年３月１日　至　2025年２月28日）

当社グループはキャッシュ・フローを生み出す最小単位として店舗及び賃貸資産をグルーピングしており、遊休資産については
当該物件単体をグルーピングしております。

営業活動から生じる損益が継続してマイナスである資産グループと店舗閉鎖の意思決定が行われた資産グループ等について減損
を認識し、回収可能価額が帳簿価額を下回るものについて、回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計
上いたしました。

減損損失の内訳は以下のとおりであります。

なお、当資産グループの回収可能価額は、使用価値又は正味売却価額により測定しております。使用価値により測定する場合
は、将来キャッシュ・フローを主に2.0％で割り引いて算出しております。ただし、将来キャッシュ・フローがマイナスである資
産グループについては、零として評価しております。また、正味売却価額により測定する場合は、不動産鑑定評価額等を基礎とし
て評価しております。

６．連結株主資本等変動計算書に関する注記
⑴　発行済株式の総数に関する事項

⑵　自己株式の数に関する事項

（注）１. 自己株式の数には、執行役員インセンティブプラン「株式給付信託(Ｊ－ＥＳＯＰ)」及び従業員インセンティブプラン「株
式給付信託(Ｊ－ＥＳＯＰ)」の信託財産として、株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）が保有する当社株式（当連結会
計年度期首949千株、当連結会計年度末946千株）が含まれております。

２. 自己株式の増加は、2024年４月10日開催の取締役会決議に基づき取得した698千株及び単元未満株式の買取０千株による
ものであります。

３. 自己株式の減少は、譲渡制限付株式報酬としての自己株式の処分１千株及び従業員インセンティブプラン「株式給付信託
(Ｊ－ＥＳＯＰ)」制度により当該信託が給付した２千株によるものであります。

－ 7 －
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・配当金の総額 1,466百万円
・１株当たり配当額 48円
・基準日 2024年２月29日
・効力発生日 2024年５月31日

・配当金の総額 1,492百万円
・１株当たり配当額 50円
・基準日 2024年８月31日
・効力発生日 2024年11月６日

・配当金の総額 1,492百万円
・１株当たり配当額 50円
・基準日 2025年２月28日
・効力発生日 2025年５月30日

⑶　剰余金の配当に関する事項
①　配当金支払額等

イ．2024年５月30日開催の第47期定時株主総会決議による配当に関する事項

（注）配当金の総額には、執行役員インセンティブプラン「株式給付信託(Ｊ－ＥＳＯＰ)」及び従業員インセンティブプラン
「株式給付信託(Ｊ－ＥＳＯＰ)」の信託財産として、株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）が所有する当社株式に対
する配当金45百万円が含まれております。

ロ．2024年10月10日開催の取締役会決議による配当に関する事項

（注）配当金の総額には、執行役員インセンティブプラン「株式給付信託(Ｊ－ＥＳＯＰ)」及び従業員インセンティブプラン
「株式給付信託(Ｊ－ＥＳＯＰ)」の信託財産として、株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）が所有する当社株式に対
する配当金47百万円が含まれております。

②　基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度になるもの
　2025年５月29日開催予定の第48期定時株主総会において次のとおり付議いたします。

（注）配当金の総額には、執行役員インセンティブプラン「株式給付信託(Ｊ－ＥＳＯＰ)」及び従業員インセンティブプラン
「株式給付信託(Ｊ－ＥＳＯＰ)」の信託財産として、株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）が所有する当社株式に対
する配当金47百万円が含まれております。

⑷　当連結会計年度末日における新株予約権に関する事項
　該当事項はありません。

－ 8 －
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連結貸借対照表計上額
（百万円）

時価
（百万円）

差額
（百万円）

⑴　投資有価証券 1,068 1,068 －
⑵　差入保証金 53,510 52,599 △910

資産計 54,578 53,668 △910
⑶　長期借入金（１年内返済予定含む） 149,953 149,647 △305
⑷　リース債務（１年内返済予定含む） 26,136 22,582 △3,553
⑸　受入保証金 10,851 10,773 △78
⑹　長期未払金 14,180 13,628 △552

負債計 201,121 196,632 △4,489
⑺　デリバティブ取引 △187 △187 －

デリバティブ取引計 △187 △187 －

区分 当連結会計年度
関係会社株式 21百万円
関係会社出資金 252百万円
匿名組合出資金 3,167百万円
非上場株式 6百万円

７．金融商品に関する注記
⑴　金融商品の状況に関する事項

当社グループは、資金運用については短期的な預金等に限定し、資金調達については銀行等金融機関からの借入等により調達し
ております。

売掛金に係る顧客の信用リスクは、与信管理規程に沿ってリスク低減を図っております。また、投資有価証券は主として株式で
あり、上場株式については四半期ごとに時価の把握を行っております。

借入金の使途は運転資金（主として短期）及び設備投資資金（長期）であり、一部の長期借入金の金利変動リスクに対して金利
スワップ取引を実施して支払利息の固定化を実施しております。

デリバティブ取引は、外貨建ての営業債務に係る為替の変動リスクに対するヘッジを目的とした先物為替予約取引及び通貨オプ
ション取引、借入金に係る支払金利の変動リスクに対するヘッジを目的とした金利スワップ取引であります。なお、デリバティブ
取引は管理規程に従い、実需の範囲で行うこととしております。

⑵　金融商品の時価等に関する事項
2025年２月28日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。

(*1）「現金及び預金」、「売掛金」、「買掛金」、「電子記録債務」、「短期借入金」、「未払金」及び「未払法人税等」につ
いては、現金であること及び短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似するものであることから、記載を省略しており
ます。

(*2）市場価格のない株式等は、「⑴投資有価証券」には含まれておりません。当該金融商品の連結貸借対照表計上額は以下のと
おりであります。なお、匿名組合出資金については、「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針
第31号　2021年6月17日）第24-16項に基づき、時価開示の対象とはしておりません。

(*3）デリバティブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表示しており、合計で正味の債務となる項目については、△で
示しております。

－ 9 －



2025/04/22 12:48:58 / 24174038_コーナン商事株式会社_招集通知

連結注記表

区分
時価（百万円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計
投資有価証券
　その他有価証券
　　株式 1,068 － － 1,068

資産計 1,068 － － 1,068
デリバティブ取引 － 187 － 187

負債計 － 187 － 187

区分
時価（百万円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計
差入保証金 － 52,599 － 52,599

資産計 － 52,599 － 52,599
長期借入金（１年内返済予定含む） － 149,647 － 149,647
リース債務（１年内返済予定含む） － 22,582 － 22,582
受入保証金 － 10,773 － 10,773
長期未払金 － 13,628 － 13,628

負債計 － 196,632 － 196,632

⑶　金融商品の時価の適切な区分ごとの内訳等に関する事項
金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレベルに分類しておりま

す。
レベル１の時価：同一の資産又は負債の活発な市場における（無調整の）相場価格により算定した時価
レベル２の時価：レベル１のインプット以外の直接又は間接的に観察可能なインプットを用いて算定した時価
レベル３の時価：重要な観察できないインプットを使用して算定した時価
時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれぞれ属するレベルのう

ち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。

①　時価をもって連結貸借対照表計上額とする金融資産及び金融負債

②　時価をもって連結貸借対照表計上額としない金融資産及び金融負債

－ 10 －
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連結貸借対照表計上額
当連結会計年度末の時価

当連結会計年度期首残高 当連結会計年度増減額 当連結会計年度末残高
36,215百万円 4,674百万円 40,890百万円 40,666百万円

（注）時価の算定に用いた評価技法及びインプットの説明
投資有価証券

　上場株式は相場価格を用いて評価しております。上場株式は活発な市場で取引されているため、その時価をレベル１の
時価に分類しております。

デリバティブ取引
　為替予約、通貨オプション、金利スワップは、取引先金融機関等から提示された価格等によって評価しており、その時
価をレベル２の時価に分類しております。金利スワップの特例処理によるものは、ヘッジ対象とされている長期借入金と
一体として処理されているため、その時価は、当該長期借入金の時価に含めて記載しております。

差入保証金
　その将来キャッシュ・フローを国債の利回り等適切な指標で割り引いた現在価値により算定しており、レベル２の時価
に分類しております。

長期借入金（１年内返済予定含む）
　元利金の合計額を新規に同様の借入を行った場合に想定される利率で割り引いた現在価値により算定しており、レベル
２の時価に分類しております。

リース債務（１年内返済予定含む）、長期未払金
　元利金の合計額を国債の利回り等適切な指標に信用スプレッドを上乗せした利率で割り引いた現在価値により算定して
おり、レベル２の時価に分類しております。

受入保証金
　その将来キャッシュ・フローを国債の利回り等適切な指標で割り引いた現在価値により算定しており、レベル２の時価
に分類しております。

８．賃貸等不動産に関する注記
⑴　賃貸等不動産の状況に関する事項

当社グループでは、大阪府その他の地域において、賃貸用の店舗等（土地を含む）を有しております。

⑵　賃貸等不動産の時価に関する事項

（注）１. 連結貸借対照表計上額は、取得原価から減価償却累計額及び減損損失累計額を控除した金額であります。
２. 時価の算定方法は、主要な物件については社外の不動産鑑定士による「不動産鑑定評価書」に基づく金額、その他の物件に

ついては適切に市場価格を反映していると考えられる指標に基づいて自社で算定した金額であります。

－ 11 －
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当連結会計年度（百万円）
顧客との契約から生じる収益 484,293
その他の収益 17,110
外部顧客への売上高及び営業収入 501,403

当連結会計年度（百万円）
契約負債（期首残高） 4,060
契約負債（期末残高） 4,124

⑴　１株当たり純資産額 5,781円90銭
⑵　１株当たり当期純利益 492円53銭

９．収益認識に関する注記
⑴　顧客との契約から生じる収益を分解した情報

（注）「その他の収益」は、不動産賃貸収入等であります。

⑵　顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報
　「１．連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等　⑷ 会計方針に関する事項　⑤収益及び費用の計上
基準」に記載のとおりであります。

⑶　当連結会計年度及び翌連結会計年度以降の収益の金額を理解するための情報
①　契約負債の残高

　顧客との契約から生じた契約負債の期首残高及び期末残高は、以下のとおりであります。

　契約負債は、主に、当社グループが発行した商品券及び電子マネー並びに当社グループが運営するポイント制度に基づき購
入金額に応じて付与したポイントのうち、期末時点において履行義務を充足していない残高であります。契約負債は、収益の
認識に伴い取り崩されます。
　当連結会計年度において認識した収益のうち、期首の契約負債残高に含まれていた金額は3,893百万円であります。

②　残存履行義務に配分した取引価格
　残存履行義務は、主に、当社グループが発行した商品券及び電子マネー並びに当社グループが運営するポイント制度に基づき
購入金額に応じて付与したポイントに係るものであります。
　当連結会計年度末現在、当社グループが発行した商品券に係る残存履行義務に配分した取引価格の総額は311百万円であり、
当該残存履行義務について、商品券が使用されるにつれて今後１年から４年の間で収益を認識することを見込んでおります。ま
た、当社グループが発行した電子マネー及び当社グループが運営するポイント制度に基づき購入金額に応じて付与したポイント
等については、当初の予想期間が１年以内の契約であることから、実務上の便法を適用し、記載を省略しております。また、顧
客との契約から生じる対価の中に、取引価格に含まれていない重要な金額はありません。

10．１株当たり情報に関する注記

（注）１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普通株式の数及び１株当たり当期純利益の算定上の基礎となる普通株式の期中平
均株式数については、執行役員インセンティブプラン「株式給付信託(Ｊ－ＥＳＯＰ)」及び従業員インセンティブプラン「株式
給付信託(Ｊ－ＥＳＯＰ)」の信託財産として、株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）が所有している当社株式を控除対象の
自己株式に含めて算定しております。１株当たり純資産額の算定上、控除した当該自己株式の期末株式数は946千株でありま
す。１株当たり当期純利益の算定上、控除した当該自己株式の期中平均株式数は947千株であります。
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11．重要な後発事象に関する注記
（自己株式の取得）

　当社は、2025年４月11日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される同法第156条の
規定に基づき、自己株式の取得に係る事項について次のとおり決議いたしました。

⑴　自己株式の取得を行う理由
　株主還元の充実及び資本効率の向上と、経営環境の変化に応じた機動的な資本政策の遂行を図るため、自己株式を取得する
ものであります。

⑵　自己株式の取得に関する取締役会決議の内容
①　取得する株式の種類　　　当社普通株式
②　取得する株式の総数　　　650,000株（上限）
③　株式の取得価額の総額　　2,000百万円（上限）
④　取得する期間　　　　　　2025年４月14日から2025年10月31日まで
⑤　取得方法　　　　　　　　東京証券取引所における市場買付
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株主資本等変動計算書

（ 2024年３月 1 日から
2025年２月28日まで ）

（単位：百万円未満切捨表示）
株 主 資 本

資 本 金

資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金

自己株式 株主資本
合 計資本準備金 そ の 他

資本剰余金
資本剰余金
合 計 利益準備金

その他利益剰余金 利益剰余金
合 計別 途

積 立 金
繰越利益
剰 余 金

当 期 首 残 高 17,658 17,893 29 17,922 111 125,310 14,583 140,005 △19,029 156,557
当 期 変 動 額

剰 余 金の 配 当 △2,959 △2,959 △2,959
別途積立金の積立 11,500 △11,500 － －
当 期 純 利 益 13,523 13,523 13,523
自己株式の取得 △3,001 △3,001
自己株式の処分 0 0 16 16
株主資本以外の項
目 の 当 期 変 動 額
( 純 額 )

当 期 変 動 額 合 計 － － 0 0 － 11,500 △936 10,563 △2,984 7,579
当 期 末 残 高 17,658 17,893 29 17,922 111 136,810 13,647 150,569 △22,014 164,136

評 価 ・ 換 算 差 額 等
純 資 産 合 計そ の 他 有 価 証 券

評 価 差 額 金 繰 延 ヘ ッ ジ 損 益 評 価 ・ 換 算
差 額 等 合 計

当 期 首 残 高 296 △79 217 156,774
当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △2,959
別 途 積 立 金 の 積 立 －
当 期 純 利 益 13,523
自 己 株 式 の 取 得 △3,001
自 己 株 式 の 処 分 16
株主資本以外の項目の当
期 変 動 額 ( 純 額 ) 102 △50 51 51

当 期 変 動 額 合 計 102 △50 51 7,630
当 期 末 残 高 398 △130 268 164,404

株主資本等変動計算書

－ 14 －
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個別注記表

・市場価格のない株式等以外
のもの

事業年度末の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売
却原価は移動平均法により算定）を採用しております。

①　有形固定資産
 （リース資産を除く）

定率法を採用しております。ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備
を除く）、2016年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物については定額法によ
っております。
なお、耐用年数及び残存価額については、法人税法に規定する方法と同一の基準によってお
ります。

②　無形固定資産
 （リース資産を除く）

定額法を採用しております。
のれんについては５～10年の定額法により償却を行っております。
なお、ソフトウエア（自社利用）については、社内における利用可能期間（５年）による定
額法を採用しております。

⑶　外貨建の資産及び負債の本邦通貨
への換算基準

外貨建金銭債権債務は、事業年度末日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益
として処理しております。

個別注記表
１．重要な会計方針に係る事項に関する注記

⑴　資産の評価基準及び評価方法
①　有価証券
　イ．子会社株式及び関連会社株式 移動平均法による原価法を採用しております。
　ロ．その他有価証券

・市場価格のない株式等 移動平均法による原価法を採用しております。
なお、匿名組合出資金については、匿名組合契約に規定される決算報告日に応じて入手可能
な最近の決算書を基礎とし、持分相当額を純額で取り込む方法によっております。

②　デリバティブ等 時価法によっております（ヘッジ会計を適用しているものを除く）。
③　棚卸資産

・商品及び製品 売価還元法による低価法を採用しております。
・原材料及び貯蔵品 最終仕入原価法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法に

より算定）を採用しております。

⑵　固定資産の減価償却の方法

③　リース資産 リース期間を耐用年数とし、残存価額を零（残価保証の取決めがある場合は残価保証額）と
する定額法によっております。

④　長期前払費用 定額法を採用しております。

－ 15 －
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個別注記表

⑤　株式給付引当金 「執行役員株式給付規程」及び「従業員株式給付規程」に基づく執行役員及び従業員への当
社株式の給付に備えるため、当事業年度末における負担見込額を計上しております。

⑷　重要な引当金の計上基準
①　貸倒引当金 当事業年度末現在に有する債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実

績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見
込額を計上しております。

②　賞与引当金 従業員の賞与の支給に充てるため、当事業年度に負担すべき支給見込額を計上しておりま
す。

③　役員賞与引当金 役員の賞与の支給に充てるため、当事業年度に負担すべき支給見込額を計上しております。
④　商品自主回収関連損失引当金 商品自主回収に関する回収費用及び関連する費用等について、将来発生すると考えられる合

理的な損失見込額を計上しております。

⑸　収益及び費用の計上基準
①商品の販売に係る収益認識

　当社は、小売、建築資材等の販売及びこれらに付随する事業を行う単一セグメントであり、顧客との契約から生じる収益は、
主に店頭販売等における商品売上からなります。このような商品販売については、通常、商品を顧客に引き渡した時点で、履行
義務が充足されると判断しており、当該商品の引渡時点において収益を認識しております。商品代金は主として履行義務の充足
時点である商品引渡時に受領しております。
　なお、商品の販売のうち、顧客への財又はサービスの提供における当社の役割が代理人に該当する取引については、顧客から
受け取る対価の総額から他の当事者に支払う額を控除した純額で収益を認識しております。
　また、当社が発行した商品券及び電子マネーを履行義務として識別し、商品券及び電子マネーが使用された時点で収益を認識
しております。商品券及び電子マネーの未使用部分については、顧客が権利を行使する可能性が極めて低くなった時点で収益を
認識しております。
　他社が運営するポイント制度に基づき、顧客への商品販売に伴い付与するポイントについては、顧客から受け取る対価の総額
から付与ポイント相当額を控除した金額で収益を認識しております。

②不動産賃貸収入等
　当社は、保有する商業施設等の不動産の賃貸を行っております。賃貸による収益は、リース取引に関する会計基準に従い、賃
貸借契約に基づいた賃貸借期間にわたって賃貸収益を認識しております。

⑹　重要なヘッジ会計の方法
①ヘッジ会計の方法 繰延ヘッジ処理によっております。ただし、金利スワップ取引については、特例処理の要件

を満たしているため、特例処理を採用しております。
②ヘッジ手段とヘッジ対象 ヘッジ手段……為替予約、通貨オプション、通貨スワップ及び金利スワップ取引

ヘッジ対象……外貨建予定取引及び借入金利息
③ヘッジ方針 社内規程である「デリバティブ等取引、ヘッジ会計処理管理規程」に基づき、為替変動リス

ク及び金利変動リスクをヘッジしております。
④ヘッジ有効性評価の方法 ヘッジ開始時から有効性の判定時点までの期間におけるヘッジ対象及びヘッジ手段の相場変

動を基礎としております。ただし、金利スワップ取引については、特例処理を採用している
ため、有効性の評価を省略しております。
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個別注記表

項目 金額（百万円）
減損損失 1,520
有形固定資産 198,003
無形固定資産 6,858

定期預金 18百万円
建物 10,290百万円
土地 10,069百万円

計 20,378百万円

１年内返済予定の長期借入金 1,416百万円
長期借入金 3,792百万円
受入保証金 1,055百万円
長期未払金（１年内返済予定含む） 9,747百万円

計 16,012百万円

⑵　有形固定資産の減価償却累計額 175,904百万円

①短期金銭債権 2,211百万円
②長期金銭債権 5,567百万円
③短期金銭債務 157百万円
④長期金銭債務 184百万円

２．追加情報
（従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引）

連結注記表の「２．追加情報」に同一の内容を記載しているため、注記を省略しております。

３．会計上の見積りに関する注記
固定資産の減損
⑴　当事業年度の計算書類に計上した金額

⑵　見積りの内容について計算書類利用者の理解に資するその他の情報
連結注記表の「３．会計上の見積りに関する注記」に同一の内容を記載しているため、注記を省略しております。

４．貸借対照表に関する注記
⑴　担保提供資産及び対応する債務

①担保に供している資産

②上記に対応する債務

⑶　関係会社に対する金銭債権、債務は次のとおりであります。
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個別注記表

①売上高 5,295百万円
②営業収入 93百万円
③仕入高 1,815百万円
④販売費及び一般管理費 1,823百万円
⑤営業外収益 365百万円

用途 種類 場所 金額
店舗等 建物他 千葉県他（12件） 1,520百万円

建物 933百万円
その他 586百万円

計 1,520百万円

株式の種類 当事業年度期首の株式数 当事業年度増加株式数 当事業年度減少株式数 当事業年度末の株式数
普通株式 5,074千株 699千株 4千株 5,769千株

５．損益計算書に関する注記
⑴　関係会社との取引高は次のとおりであります。

⑵　減損損失
当社は以下の資産グループについて減損損失を計上しました。
当事業年度（自　2024年３月１日　至　2025年２月28日）

当社はキャッシュ・フローを生み出す最小単位として店舗及び賃貸資産をグルーピングしており、遊休資産については当該物件
単体をグルーピングしております。

営業活動から生じる損益が継続してマイナスである資産グループと店舗閉鎖の意思決定が行われた資産グループ等について減損
を認識し、回収可能価額が帳簿価額を下回るものについて、回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計
上いたしました。
減損損失の内訳は以下のとおりであります。

なお、当資産グループの回収可能価額は、使用価値又は正味売却価額により測定しております。使用価値により測定する場合
は、将来キャッシュ・フローを2.0％で割り引いて算出しております。また、正味売却価額により測定する場合は、不動産鑑定評
価額等を基礎として評価しております。

６．株主資本等変動計算書に関する注記
自己株式の数に関する事項

（注）１. 自己株式の数には、執行役員インセンティブプラン「株式給付信託(Ｊ－ＥＳＯＰ)」及び従業員インセンティブプラン「株
式給付信託(Ｊ－ＥＳＯＰ)」の信託財産として、株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）が保有する当社株式（当事業年
度期首949千株、当事業年度末946千株）が含まれております。

２. 自己株式の増加は、2024年４月10日開催の取締役会決議に基づき取得した698千株及び単元未満株式の買取０千株による
ものであります。

３. 自己株式の減少は、譲渡制限付株式報酬としての自己株式の処分１千株及び従業員インセンティブプラン「株式給付信託
(Ｊ－ＥＳＯＰ)」制度により当該信託が給付した２千株によるものであります。
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賞与引当金繰入額否認 655百万円
貸倒引当金繰入額否認 36百万円
商品自主回収関連損失引当金繰入額否認 139百万円
未払事業税否認 347百万円
未払事業所税否認 185百万円
商品評価損否認 211百万円
減損損失 5,587百万円
資産除去債務 5,484百万円
固定資産売却益 482百万円
株式給付引当金繰入額否認 388百万円
その他 334百万円
評価性引当額 △2,678百万円

繰延税金資産計 11,175百万円
資産除去債務に対応する除去費用 3,258百万円
土地評価益 1,244百万円
その他 50百万円

繰延税金負債計 4,553百万円
繰延税金資産の純額 6,622百万円

７．税効果会計に関する注記
⑴　繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

⑵　決算日後における法人税等の税率の変更
　2025年３月31日に「所得税法等の一部を改正する法律」（令和７年法律第13号）が公布され、2026年４月１日以後に開始す
る事業年度から防衛特別法人税（法人税額から５百万円を控除した額を課税標準とする税率４％の新たな付加税）が課されること
となりました。これに伴い、2027年３月１日以降に開始する事業年度に解消が見込まれる一時差異等については法定実効税率が
変更されます。
　なお、この税率変更による影響は軽微であります。
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種類 会社等の名称
又は氏名

資本金又
は出資金
(百万円)

事業の内容
又は職業

議決権等
の所有

(被所有)
割合(％)

関連当事者
との関係 取引の内容 取引金額

(百万円) 科目
事業年度
末残高

(百万円)

関連会社等 (有)南大沢イン
注1.2. 200 不動産

賃貸業
(所有)
 直接

100.00
土地・建物
の賃借等

土地・建物
の賃借 1,145 差入保証金 1,244

匿名組合
投資利益 337 関係会社

出資金 3,167

役員及びそ
の近親者が
議決権の過
半数を所有
している会
社等

(株)わたらせ
温泉
注3.4.

61
旅館業
不動産
賃貸業

－ 資金の借入

資金の返済 27
長期未払金 5,320

利息の支払 188

－ － 差入保証金 124

港南(株)
注1.5. 69

不動産
賃貸業
ゴルフ場の
運営
保険代理業

(被所有)
 直接

6.83

土地・建物
の賃借等

土地・建物
の賃借 240 差入保証金 245

保険料 保険料の
支払 323 前払費用 24

疋田興産(株)
注1.6. 50 小売業 － 土地・建物

の賃借等

土地・建物
の賃借 24 前払費用 1

－ － 差入保証金 10

８．関連当事者との取引に関する注記

（注）取引条件ないし取引条件の決定方針等
１. 土地・建物の賃借料は、近隣の取引実勢に基づいて決定しております。
２. (有)南大沢インは匿名組合であり、匿名組合契約に基づき、出資をしております。
３. (株)わたらせ温泉は、2018年５月31日付で当社相談役を退任した疋田耕造氏が議決権の100％を所有する会社であります。
４. 当社は2018年12月21日に店舗資産を関連当事者である(株)わたらせ温泉に譲渡しましたが、譲渡した店舗資産は譲渡後も

当社との間で賃貸借契約を締結して当社が従前どおり店舗として使用していること等のため、金融取引に準じた処理として
店舗資産の譲渡価額は長期未払金に計上しております。また、店舗資産の土地3,394百万円、建物331百万円（いずれも
2025年２月末日の帳簿価額）については売買処理を行っておらず、有形固定資産に計上しております。

５. 保険料については、一般的な取引条件と同様に決定しております。
６. 疋田興産(株)は、2018年５月31日付で当社相談役を退任した疋田耕造氏が議決権の過半数を所有する会社であります。

９．収益認識に関する注記
　顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報について、連結注記表の「９．収益認識に関する注記」に同一の内
容を記載しているため、注記を省略しております。
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個別注記表

⑴　１株当たり純資産額 5,686円32銭
⑵　１株当たり当期純利益 464円87銭

10．１株当たり情報に関する注記

（注）１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普通株式の数及び１株当たり当期純利益の算定上の基礎となる普通株式の期中平
均株式数については、執行役員インセンティブプラン「株式給付信託(Ｊ－ＥＳＯＰ)」及び従業員インセンティブプラン「株式
給付信託(Ｊ－ＥＳＯＰ)」の信託財産として、株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）が所有している当社株式を控除対象の
自己株式に含めて算定しております。
１株当たり純資産額の算定上、控除した当該自己株式の期末株式数は946千株であります。１株当たり当期純利益の算定上、控
除した当該自己株式の期中平均株式数は947千株であります。

11．重要な後発事象に関する注記
　連結注記表の「11．重要な後発事象に関する注記」に同一の内容を記載しているため、注記を省略しております。
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